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・荒井塾長あいさつ    

「暑かった夏の苦い記憶 曖昧な嘘 見破られる嘘」 

7 月に安倍元総理が銃弾に倒れてからこの 2 ヶ月あまり、世間は騒

がしい。その大本は岸田首相の曖昧でわかりづらい言い訳のような語

りではないだろうか。一国のリーダーに選ばれたんだから、もっと

堂々と国民が納得できる話を記者会見などで語って頂きたいと思う

のは私だけだろうか。 

 

最近も「調査」でなく「点検」で済ませたり、党員からの自己申告をそのまま鵜呑みにし

たり、例えば、「旧統一教会と自民党議員が密接な関係を持っていたのではないかという疑

念の声がある。自民党総裁として素直にお詫び申し上げる」と陳謝した。しかし、これでは

「関係を持っていたとの疑念」というのは曖昧で、明らかな事実を説明し心から非を認めて

謝っているという印象を持てない。「事実を隠して嘘をついているな」と国民から疑念を持

たれるのではないだろうか。 

一番ひどいのは山際大志郎/経済再生大臣：ネパールであった旧統一教会への関連会合な

どへの出席を問われた時に「報道を見る限り、出席したと考えるのが自然だ」。これは全く

不自然だ。ネパールへ行ったことをはぐらかそうとしていた。忘れて思い出せないのだろう

と誰が信じるだろうか。パスポートを見れば誰でも分かるだろうに。 

 

 嘘で思い出すのはビジネスの場だ。 

ライバルが嘘で固めた情報を流す、地元の新聞記者を買収して相手が悪い事をしてきたと

いうバレバレの情報を書かせる。この商社とはインドネシアでも韓国でもぶつかった。 

過ぎ去った遠い昔の出来事はもうどうでもいいが、この激しいやり取りは記憶から消えない。

韓国では勝ったが、最も力を注いだインドネシアで汚いやり方に敗れた。 

 

バレそうな嘘もある。オフィスボーイや運転手が遅刻したときの言い訳がある。「あ、そ

うか、次は気をつけろよ」と注意するが効き目がない。インドネシアには「ゴム時間」とい

う物差しがあって、身内同士の会合では時間通りに始まることはまれであった。会議はみん

なが揃ってから始める。それまでは世間話をしている。 

かつては私が育った部落の集まりでもそんな感じでのんびりしていた。 



お隣の儒教の国では大学生が教授に遅刻した言い訳をする。教授は黙って聞いてやる。これ

は一種の風習のようなものだと聞いたことがある。 

 

嘘にも言い訳にもいろいろな場面とそれぞれの事情があるだろう。 

翻って、日本の総理や大臣が曖昧ないいわけで国民が納得すると思っていたら、それは大間

違いだ。私のこのような個人的な判断が一方的でとがっているのかどうか、それは最近の新

聞各社、テレビ各社の世論調査に現れていると思う。 

（2022 年 9 月 15 日に記す） 

 

  

 

「報告事項」 

１． 笑楽日塾９月 Ｚｏｏｍオンライン塾会報告 

今月は清藤 孝さんからの 
「蕨宿本陣からの散歩・強運の大宮・氷川神社」報告と題して 
蕨宿本陣からの散歩から始まり、今から約２，４００年前の第５ 
代・孝昭天皇の御代に創建された武蔵一宮氷川神社の説明から 
強運の氷川丸～戦艦武蔵と多岐にわたりお話をして頂きました。 
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「シニアの風」  

 

 （順番制で行います。１０月「シニアの風」投稿は 荒井 貞夫塾長です） 

 

「エリザベス女王と安倍元首相との国葬の違いについて」            

                    荒川 徳広 

今、日本では安倍さんの国葬反対の世論が多

くなる中、イギリスのエリザベス女王の国葬の

中継がＢＢＣからの中継でＮＨＫＢＳが今正

に配信をしております。 

私は立教大学の卒業生です。私自身は洗礼を

受けておりませんが、立教に入学してわかった

のですが、イギリス国教会と大きな関わりを持

っています。イギリス国教会はヘンリー８世の

時に出来たキリスト教の一派であると聞いております。今正にウエストミンスター寺院に

てしめやかと書かねばならないのでしょうが見るからに厳かな中にも盛大に執り行われ

ています。（不謹慎な物言いでしたらお詫び申し上げます。）因みに立教大学は別名セント

ポールズユニバーシティと呼ばれております。 

 



一方安倍元首相の国葬についてはその開催の是

非の時点で日本国内では揉めている状況です。こ

の違いは一体何なのでしょうか？私が思いますに

一番の違いは至って単純です。国王なのか元首な

のかという事なのでしょう。国を愛する国民であ

るのならば、国王がもしお隠れになられたら国民

は皆悲しみ、国を上げて喪に服すのは当たり前と

思います。もしそれが嫌ならば国王のいない国に

移住をすればいいだけの事。私は特別右側ではないと思っておりますが、特に歴史の長い

国に生まれ育ったのであれば尚更なのではないのでしょうか？ 

一方、元首は国民の代表としてまつりごと（政治）をする方であり民主的な手続きによ

って選ばれた期限付きの代表者です。政敵はいつの時代にも必ずいるもので、国民の中に

も快く思わない人達は必ず不特定多数存在します。そんな状況の中で、選挙期間中に銃弾

に倒れた直後に現役総理が感情的にも見える様子で国葬をやります！とマスコミに対し

て宣言された事は今となっては軽はずみな発言だったのではないかとどうしても思って

しまう今日この頃であります。 

内閣でその思いが纏まったのであれば当然国会で話し合われてから決定するべきだっ

たのではないでしょうか？ 殊に戦後の自虐的史観を植え付けられた日本国民と世界の

七つの海を支配した世界の覇権国イギリス国民との国民性の違いみたいな事を仰せにな

る方もいらっしゃるようですが、これは大きな間違いでありただ単に故人の対象の違いと

いう事なのだと思います。 

そんな事を考えながらこの厳かな英エリザベス女王の国葬を視聴致したいと存じます。

アーメン。 

 

 

「ご参考：立教うんちく話」 

  

立教大学のもう一つの呼び方に「St.Paul’s University」とい

う校名があります。 

この校名についての確かな文献は見つかっていませんが、創設

者ウイリアムズ主教が英名として「St.Paul’s School」と命名し

たと言われています。 

聖パウロ（St.Paul）は当時の最高の教育を受けた教養人で、当初はキリスト教に反対 

して激しく迫害しましたが、劇的回心を経て、福音宣教の使徒となり、紀元 65年ロー 

マで殉教しました。新約聖書の約３分の１は彼の筆によるものです。 

ウィリアムズ主教は自ら遠く東洋への伝道者として、偉大な聖パウロを守護聖徒と 

仰ぎ、その名を本学の名に冠したものと思われます。 

 



現在、本学の英名の正式名称は”RIKKYO UNIVERSITY”を使用してい

ます。ちなみに、他校の英名を少々ご紹介致しますと、立教女学院は

「St.Margaret's College ＆ Schools」、香蘭女学校は「St.Hilda's 

school」、桃山学院大学は「St.Andrew's University」、上智大学は

「Sophia University」などがあります。 
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                              十牛図 第１段階  

尋牛（じんぎゅう） 

 

９月後半になると台風シーズン、そして季節も秋になります。   

塾生の皆様はいかがお過ごしでしょうか？ 

 今回の塾長あいさつ、「シニアの風」共に日本政府のあいまい

さや、英エリザベス女王国葬と安倍元総理の国葬についての大

きな違いは何か？について投稿がありました。国葬と言うなら

ば、国民全体が心から悲しみ、喪に服してこそ「国葬」と言える

のではないでしょうか。 

 

 さて、今回の挿絵（水墨画）は今、作成中の「十牛図」の１段階・尋牛(じんぎゅう)をお

届けします。 

十牛図は、悟りにいたる 10の段階を 10枚の図と詩で表したもので「真の自己」が牛の姿

で表されているため十牛図と言います。 

真の自己を求める自己は牧人の姿で表されていて、十牛禅図や牧牛図とも言います。 

作者は、中国北宋時代の臨済宗楊岐派の禅僧・廓庵（かくあん）です。 

  

第１段階 尋牛（じんぎゅう）：自分を探し始める。 

自分とは何か。なぜ自分は存在し、生まれて、生きて、死んでいかなければならないのか。 

自分探しの旅に出ましたが、まださがしているものが分らず、手探りの状態です。 

（人には仏性が本来備わっているが、人はそれを忘れ、分別の世界に陥って仏性から遠ざか

る） 

次回は第２段階 見跡（けんぜき／けんせき）をお届けします。 

 

                                     続く                       


